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 ２０２４年１０月１２日実施 通訳能力判定試験 実施要項 

（北京語（普通話）） 

２０２４年 月 

大阪弁護士会 

■通訳能力判定試験とは 

当会が実施する、司法通訳人を対象とした能力判定試験です。 

司法通訳では、日常会話を超えて裁判手続や関係者が話す専門用語についての知

識が必要とされます。また、取調べ、接見、さらには裁判という関係者間の利害が

鋭く対立しうる状況での通訳である以上、一般の通訳とは異なった倫理観が求めら

れることもあります。 

当会では、司法通訳としてご活躍いただいている、又はこれからご活躍くださる

通訳人の方々を対象に能力判定試験を実施し、これを機によりよい司法通訳制度を

目指したいと考えております。 

試験の結果は、Ａ～Ｃという段階で表します。この結果は、当会総合法律相談セ

ンターで保有する通訳人として紹介する者の候補者の名簿（以下「通訳人名簿」と

いいます。）に登載され、当会から通訳人の出動をお願いする際の参考にいたします。

また、２０２４年７月から、日本司法支援センター（法テラス）及び同センターと

国選弁護人契約または国選付添人契約している弁護士にも試験の結果を提供し、同

弁護士が通訳人の出動をお願いする際の参考にすることになりました。 

能力が優れていると評価される方には、優先的に出動をお願いすることになりま

す。したがって、将来的には、受験されていない方及びＣ判定の方に出動をお願い

しなくなる可能性がございますので、ご了解ください。 

 

１ 試験の方法等 

(1) 対象 

当会総合法律相談センターの通訳人名簿に登録をしている者、登録を予定す
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る者。 

(2) 試験の日時 

２０２４年（令和６年）１０月１２日（土） 

 

◆当日のスケジュール 

１２：００ 集合 

１２：１５ 筆記試験開始 （筆記試験３０分） 

１２：４５ 筆記試験終了 

（休憩１５分） 

    模擬接見開始 （以下は進行の目安です。進行状況等によって 2 時半前後に 10 分

程度の休憩が入る可能性があります） 

１３：００ １人目の模擬接見（模擬接見１５分、休憩（採点）５分） 

１３：２０ ２人目の模擬接見（同上） 

１３：４０ ３人目の模擬接見（同上） 

１４：００ ４人目の模擬接見（同上） 

１４：２０ ５人目の模擬接見（同上） 

１４：４０ ６人目の模擬接見（同上） 

１５：００ ７人目の模擬接見（同上） 

１５：２０ ８人目の模擬接見（同上） 

１５：４０ ９人目の模擬接見（同上） 

１６：００ 10 人目の模擬接見（同上） 

※試験時間に遅延が生じた場合でも、時間調整の上、１７：００までには終了します。 

※模擬接見を受験いただく順番は、お申込が当会に届いた順番に従い機械的に決め

させていただきますので、あらかじめご了解ください。 

(3) 受験申込受付期間 

   ２０２４年（令和６年）９月１７日までに、別紙「２０２４年１０月１２日
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実施 通訳能力判定試験 受験申込書」に必要事項をご記入のうえ、当会宛て

にご返送ください（９月１７日必着）。 

 

(4) 試験の会場 

当日は、１２時までに以下の場所にお越しください。 

  大阪弁護士会館 １１階１１０５号室 

  〒５３０－００４７ 大阪市北区西天満１－１２－５ 

 

２ 試験の内容 

(1) 筆記試験（３０分） 

裁判手続や専門用語に関する知識、日本語能力、外国語能力、司法通訳の場

面で求められる倫理観を問う。 

(2) 模擬接見（１５分） 

通訳が必要とされる場面を想定した模擬通訳を通じ、実践的な能力を問う。 

 

３ 試験当日の持ち物 

当日は以下の物をお持ちください。 

・筆記用具（黒色ボールペン） 

・メモ用紙（模擬接見ではメモを取っていただいて構いません。） 

・辞書、電子辞書（試験（単語テストを除く）の際に使用を認めます。ただし、

パソコンやスマートフォンなど、インターネットに接続できる電子機器はご

使用いただけません。） 

・公的に自己を証明する有効期限内の写真付きの本人確認書類（パスポート、

国内発行の運転免許証、国内発行の学生証等） 

・受験申込書「資格等」欄に中国語検定試験等の資格をご記載になった方は、

当該資格を証明する書類の原本 



 
 

4 
 

 

４ 判定基準 

(1) 司法通訳として十分な能力を有していると認められる・・・・・A 

(2) 司法通訳として通常程度の能力を有していると認められる・・・B 

(3) 司法通訳として能力を発揮するためには努力が必要である・・・C 

 

５ 結果発表 

結果通知書は２０２４年（令和６年）１１月末日を目処に発送予定。 

 

６ 試験の中止 

（１）申込人数が３名に達しない場合は本年度の試験は中止とさせていただく可能

性があります。 

（２）感染症拡大防止や天変地異等のため、やむを得ず中止とする場合がございま

す。 

（３）中止となった場合は、当会ホームページ（HP：https://www.osakaben.or.jp/）

のトップページ「お知らせ」欄にてお知らせするとともに、お申し込み済みの

方には各々ご連絡をさせていただきます。 

 

７ その他 

(1) 試験結果の判定及び通訳能力判定制度のあり方についての検討の資料とす

るため、試験当日は模擬接見の様子を録音・録画させて頂きます。録音・録画

した音声・映像は、当会において厳正に管理し、上記目的外の使用や第三者へ

の提供は一切致しません。あらかじめご了解くださいますよう、お願い申し上

げます。 

(2) 試験終了後、試験内容や司法通訳制度一般についてのアンケートにご協力を

お願い申し上げます。 
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■注意事項 

本書に記載された全ての事項に同意の上、お申し込みください。 

１ 申し込み後の受験日の変更、受験者の変更はできません。 

２ 多数の方からお申込をいただいた場合には、当会の設備等の関係上、受験人

数を制限し、先着順とさせていただくこともございます。あらかじめご了解く

ださいますようお願い申し上げます。お申込後のキャンセルは、他の受験希望

者の方のご迷惑となりますので、やむを得ない場合を除き、お控えください。 

３ 18 歳未満の方は、保護者の同意を得た上でお申し込みください。 

４ 氏名及び生年月日等は、戸籍または住民票等に記載されているとおり正確に

ご記入ください。 

５ 試験会場では試験官の指示に従ってください。 

６ 試験（単語テストを除く。）には辞書の持込み及び使用を認めます。電子辞書

を使用する方は、事前にお申し出ください。不正防止のため、インターネット

に接続できる電子機器の使用は認めません。 

７ 模擬接見ではメモを取っていただいて構いません。 

８ 試験教室内では、携帯電話やその他電子機器はアラーム設定等を解除し、必

ず電源を切ってください。 

９ 試験教室内では入室から退室まで飲食は禁止です。ただし、ペットボトルに

入った飲み物はこの限りではありません。 

10 受験者同士のトラブルについては責任を負いかねます。 

11 以下の行為は禁止します。 

(1) 試験問題の漏洩行為及び漏洩につながる行為 

(2) 受験者本人の実力以外で解答する行為 

(3) 定められた時間以外で解答する行為 

(4) 試験運営を妨害する行為 
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12 上記の諸注意に違反した場合、または禁止行為を行った場合には、試験途中

でご退場いただくことや、採点をしないことがあります。また、状況に応じて

手荷物の確認等、必要な措置をとる場合もありますので、みなさまのご理解・

ご協力をお願いいたします。 

 13 本試験は、その結果を当会総合法律相談センターで保有する通訳人名簿に登

載し、当会及び当会会員から刑事事件の接見に同行をお願いする際の参考とす

ることを当面の目的としております。したがいまして、通訳人名簿に登録する

予定のない方は、受験をご遠慮ください。 

 14 関係官庁及び機関等が、この試験を傍聴する場合があるのでご了承ください。 

 

■ 試験結果について 

１ 試験結果は、当会が行う司法通訳の事務のために判定するものです。当会が

受験者の通訳能力を対外的に保証するものではありません。 

２ 中検、HSK 等の資格をお持ちであっても、本試験の結果判定の際には考慮い

たしません。 

３ 試験結果は、当会総合法律相談センターにおいて保有する通訳人名簿に登載

され、当会及び当会会員から通訳人の出動をお願いする際の参考にいたします

また、日本司法支援センター（法テラス）及び同センターと国選弁護人契約ま

たは国選付添人契約をしている弁護士にも試験結果を提供し、同弁護士におい

ても参考にします。場合によっては、裁判所や検察庁等の関係各所と、司法通

訳に関する事務を行う目的に限り、本試験の結果につき情報共有を行うことも

予定しておりますので、あらかじめご了解ください。 

 

■個人情報の取扱いについて 

１ 本試験に申し込みいただいた方の個人情報は、本試験の申し込み手続、本人

確認、試験の実施、企画、改善、試験結果の発行、発送、各種ご案内の送付、
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その他当会の事業に関する情報提供等での連絡に利用いたします。 

２ ご解答いただいた内容等については、匿名化の上、司法通訳の質の向上のた

めに分析・検討し、研修の企画などに利用いたします。 

３ 当会では、取得した個人情報は、ご本人の同意をいただいた範囲内において

のみ取り扱うこととし、人の生命、身体又は財産の保護のために緊急に必要が

ある場合、その他個人情報保護法第２７条第１項各号所定の場合を除いては第

三者に提供・開示いたしません。 

４ 試験結果は、当会総合法律相談センターにおいて保有する通訳人名簿に登載

され、当会及び当会会員から通訳人の出動をお願いする際の参考にいたします

ほか、日本司法支援センター（法テラス）及び同センターと国選弁護人契約ま

たは国選付添人契約をしている弁護士にも提供します。また、場合によっては、

裁判所や検察庁及び領事館等の関係各所と、司法通訳に関する事務を行う目的

に限り、本試験の結果につき情報共有を行うことも予定しておりますので、あ

らかじめご了解ください。 

５ 本実施要項記載事項及び別紙「個人情報取扱いについて」の内容も併せてご

確認いただき、別紙受験申込書「個人情報取扱いについての同意」欄に署名押

印のうえ、お申し込みください。ご同意いただけない場合には、受験していた

だけませんので、あらかじめご了解ください。 

以上 

問い合わせ先：大阪弁護士会刑事弁護委員会担当事務局 武田 

ＴＥＬ：０６－６３６４－１２２７ 

ＦＡＸ：０６－６３６４－７４７７ 


